
平成20年度 人材育成の概要（独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構）  

名  称   対  象  者   内  容   日数   回数  備考   

知的障害コース  
（lほ庫は集塵障害コース）   

4日   

福祉、医療・保健、教r－－－  
障榊障害コース  （1）職リハの基本概念、障害者雇用対策の体系と就業支援者の役割、関係機関と  

の連携の方策  4日   

柊業リハビリテーション実践セミナー  （2）障生別の障害特性・職業的課題と就業支援に係るニーズ支援技法等（コ→ス  ○土日を含めて4日間で開催  

別に実施）  
○基礎的講座は選択制、平日（末金）実施   

ら携わろうとしている高次施機灘闇筈コース  （3）企業における障害者雇用の実際と就業支援に係るニーズ   4【∃   「ウ＼ ＼Lノ  

者を含む）  

3コース合計   

（1）け草書者雇用対策の体系と障害者就業t生活支援センターの役割、関係機関  
との連携の方策  

障害者就業・生活支援センター就  新たに障害者就業・生活支援センターにおいて就    （2）知的・発達・精神・身体・高次脳機能障害に係る障害別の障害特性・職業的   4日  
業支援担当者研修   業支援担当者等になった者   課題、就業支援に係るニーズ、支援技法等  4  

（3）企業における障害者の雇用管理の実際と就業支援に係るニーズ、事業主支援  
の基礎   

昔  
者  次の何れにも該当する者  
就  ①障害者就業・生活支援センターにおいて3年  

前期3日  

菓  程度の就業支援実務経験を有し、今後も継続  
職・  
員生  勤務の予定があること   （1）中堅職員としての役割  

○前期・実践期・後期と3期に分lナ、集合   
研修と実務が連動した構成   

発達障害者就業支援セミナー   

第1号ジョブコーチ   （1）職リハの基本概念、障害者雇用対策の体系とジョブコーチの役割、関係機関   9日   

新たに職場適応援助者   との連携の方策  
ジョブコーチ養成研修  （ジョブコーチ）とし   （2）知的・発達・精神・身体・高次脳機能障害に係る障害別の障害特性・職業的   

9日   ての職務を行うことと 第2号ジョブコーチ   課題、就業支援に係るニーズ、ジョブコーチの支援技法等  ターで行う地土或研修により構成  

ょつ こ   ＼ノゝ  － 、             笛      3ノ1ビ に           呂      庁  ○士也域研修は原則事業所で実施  

合計   の基礎（第1号）   

職リハネットワークの整備のため、職リハに関する共通認識が形成されるよう、  

地域職業リハビリテーション推進フォー  地域の職業リハビリテーションネットワークを構成する福 祉、医環・保健機関等の機関、その他の関係機関、企業等 の担当者   就労移行支援事業者とのネットワークの形成、精神障害者の雇用支援ネットワーク  各地域セン   
等を実施。   

職リハネットワークの整備のため、職リハに関する基礎知識が付与されるよう、  
地域就業支援基礎講座   福祉、医横・保健等の横間の職員  職リハの概要、障害者雇用に関する制度、精神障害者の就業支援の実際等の地域の  ＿▲  

ニーズに応じたテーマを設定し、講義、事例検討等を実施。   

馴  



職業リハビリテーション実践セミナー  

カリキュラム内容  

区分   形態  講座名  内容  

め    魂            いて  

全  

コ  

．リ′  
姦塞  

l  

ス．  
8       ⊂l■ ■’  

共  

通  

プ  

ロ  

グ  
おⅠ  

ム  
看貫＝用の  

職業生活に必要なサポート  
当事者・当事者団体等からの話題提供を踏まえ、支  

話題提供            ～障害をもつ当事者が語る！支援 へのメッセ 

ージ～  

コ  
l  

ス   講義  職業的課題と対応方法  
別  ～障害特性の理解と支援のあり方         方法について理解する。  

就業支援に向けた障害特性及び職業的課題、対応  

知  
的  就業支援における連携Ⅰ  就業支援に向けて、福祉、医療・保健、教育、ハロー  
陣 害                               義・意見交換                                     0             ～牢  用に向けた各関係機関との        ワーク等の関     係機関    の連携の役害     り分担、方法につい   

て理解する。  ：コ  
アプローチ～  

l  

ス  
就業支援における連携Ⅱ  

精 神  
陣  
害  
コ  

l  
（Aグループ）  

就業支援機関におけるモデル事例の発表をもとに、  

ス  公開ケーススタディ  
支援を行う上でのポイントや支援ノウハウについて  
理解する。  ケーススタディ  

高  0  

次  かを選択  
脳  （Bグループ）  

受講者からの事例報告をもとに、事例検討及び意  

横  グループケーススタディ  
見交換を行い、就業支援のノウハウを共有化する。  

能  

陣  
害  
コ  小グループにわかれ、受講者同士で地域のネット  

l  意見交換  0  

ス  ：支援の推進策等について意見交換を行う。   

合計（選択カリキュラム含む）；亘1，310  

選択カリキュラム  



障害者就業・生活支援センター  

就業支援担当者研修カリキュラム  

カリキュラム内容  

区労  形態   講座名   内 容   時間（分）   

．＝＝ ‘こ  職場における雇用管理の実際  事業所における具体的な障害者雇用の取り組み及び支援者に求める事   90 ‘  

講義   障害特性と職業的課題Ⅰ（知的障  知的障害者及び発達障害者の障害特性と職業生活上の課題及び対処   100  
害・発達障害）   方法、雇用管理の方法と課題に関する理解  

講義   障害特性と職業的課題Ⅱ（精神障  精神障害者の障害特性と職業生活上の課題及び対処方法、雇用管理の  90  
害）   方法と課題に関する理解  

必  
100  

び対処方法、雇用管理の方法と課題に関する理解  

修  

力  55   

リ  
のワ 

キ  
講義   障害者雇用対策の概要と支援セン  障害者雇用対策の概要と障害者の雇用施策の現状、支援センターの施   100   

ターの役割   策的な位置付け及び業務運営についての理解  

ム        意見交換  意見交換   
就業・生活支援センターの担当者からの話題提供を受け、職業リハビリ   135  
テーションにおける就業支援担当者の役割に関する理解  

講義  ケースマネーージメントの取り組み   
障害者の就業支援におけるケースマネージメントの概念及び方法論に関   
する理解  

75  

講義  事業主支援の基礎理解   事業主支援のあり方や心構え、効果的支援方法、対応方法の理解   75  

意見交換  ケーススタディ   障害者就業・生活支援センターからの事例報告に基づき、グループでの   170  
ケーススタディ   

キ遺 

キ鱒；  

ラカ：  
、     ′    ／  

キリ 

計（選択カリキュラム含む）     1，150   

選択カリキュラム   



障害者就業・生活支援センター   

就業支援スキルアップ研修  

カリキュラム内容  

形態   講  座  名   内  
容   時間  

（分）   

講義   

職業相談の技法   
職業準備訓練場面等での効果的な相談技法及び課題  150  

演習  の把握の仕方、エ夫等の習得  

期 （  

230  

集  
専門職としての自己分析の方法を学び、能力を開発、   

講義   専門職としての自己分析・自  120   
演習   己啓発      ノゝ  

習得  

研  

職場（作業）改善と職務再設  事業主の業務内容を把握した上で、職場（作業）改善   
修  や職務の再設計を提案できるような技法の習得  

120  

）  

討議  意見交換（1）   
前期研修の振り返りを通して、業務への活用方法につ  120  
いての討議   

実  

践  
テーマに係るレポートを作成（ケーススタディ、評価関  

実践期レポート作成（3種）         係実践結果（2種））   

期  

後   アセスメントの視点と技法Ⅱ  前期研修を基に実施した実践期における実践結果を   講義       230   
演習        期  

上  

（  

集  受講者から提出してもらった支援事例を検討すること   
410   

ム 凹  により、障害者の就業支援についての理解を促進  

研  

支援センターの中堅職員としての役割と効果的な支援   
修   120     を行うための方法、望ましい業務遂行等についての討  
）  

議   

計  1，500   

3   



障害者就業・生活支援センター  

主任就業支援担当者研修カリキュラム  

カリキュラム内容  

形態  講座名  内 容  
時間  
（分）  

二ニト（知  

二司二′‘凶  

講義       障害者雇用対策の概要と支援セン            障害者雇用対策の概要と障害者の雇用施策の現状、支援センターの施策                                 100                ターの役割            的な位置付け及び業務遷宮についての理解  
必  

修                                                                                        意見交換       意見交換  
就業・生活支援センター長からの話題提供を受け、職業リハビリテーション  
における主任就業支援担当者の役割に関する理解  

135  

力  

リ  

キ  
講義       就業支援におけるマネジメント  障害者の就業支援における組織のマネジメントの概念及び方法論に関す  

75  

ラ  
75  

ム  

意見交換       ケーススタディ  障害者就業・生活支援センターからの事例報告に基づき、グループでの  170  
ケーススタディ   

ヰ車 ユ                                                                                                                                     義                                                                    ム；I   d       曽  

合計（選択カリキュラム含む）                                                     り50   

選択カリキュラム（就業支援担当者研修と合同）  

4   



発達障害者就業支援セミナー  

カリキュラム 容   

区分  形態   講座名   内容   
時間  

（分）   

発達障害者支援施策の  発達障害者の支援施策（雇用対策を含む）の   
講義  現状及び動向について理解する。  

70  

必  

講義  障害特性と職業的課題  発達障害者の障善特性と職業的課題、対応方   
150  

意見交換  （発達障害）   法について理解する。  

修  
講義  当事者のニーズ   発達障害者の当事者や家族の就業支援者に  

対するニーズを理解する。   
90  

力  
講義  職場における雇用管理  発達障害者を雇用する事業主の雇用管理の取   

75  
り組みの実際、支援者へのニーズを理解する。  

発達障害者の雇用や雇用継続に向けての事  

講義  140  
リ  

等について理解する。  

講義  障害者職業総合センター職業センターで取り組んでいる発  
発達障害者の就業支援   達障害者へのワークシステム・サポートプログラムとその理   

意見交換  論的背景を把握するとともに、実際の支援事例の紹介によっ  125  

キ  演習  て、支援技法の活用の方法を理解する。  

受講者がワークシステム・サポートプログラム等の支援技法  
意見交換  バズセッション  を実践の場で活用するためのヒントを得るためにグループ  100  

ディスカッションを行い、さらなる技法の習熟を目指す。  

事例検討   ケーススタディⅠ   
発達障害者の就業支援の技法に関する事例について、支援  

意見交換  
のポイントをグループで意見交換を行うことにより、支援技法  
についての実践的理解を深める。   

ケーススタディⅡ  ネットワークを活用した発達障害者の就業支援に関する事  

（Aグループ）  
例を受講者から提出してもらい、グループディスカッションを  
行うことにより、支援の実践についての理解を深める。   

事例検討  

ム  ネットワークを活用した発達障害者の就業支援に関する事  
120  

ケーススタディⅡ  例を受講者から提出してもらい、事例検討及びグループディ  

（Bグループ）  
スカッションを行うことにより、発達障害者支援センター就労  
支援担当者としての支援の実践についての理解を深める。  

∴土・  

合 計（選択含む）     1，150   

l l  

L＿＿＿＿＿……＿」選択カリキュラム  

5  

葡   



配置型職場適応援助者養成研修及び   

第1号職場適応援助者養成研修  

カリキュラム内容  

区分  形態  施場   講  座  名   内  容   時間  
（分）   

・障害者雇用対策の概要に関する理解   
講義  、合センタ  職業リハビ■リテーション概論  100      ・職業り／ヽどリテーションの基本概念と体系の理解及び現状と動向についての情  

報提供  

職場適応援助者の職務及び職場適応援助者による援助の事業の理解、地域セ   
講義  、合センタ  職場適応援助者の職務Ⅱ  120      ンター業務と職場適応援助者の職務との開運の理解、職業リハビリテーション計  

画及び職場適応援助者による支援計画の活用の理解  

本  障害者のケースマネジメントの概念及び方法論についての理解   60  

講義   120  

障害特性と職業的課題Ⅱ（精神障害）   精神障害の障害特性と職業的課題、対応方法   90  

部  
講義  

次脳機能障害）   
120  

講義  課題分析の概念、内容、実施方法及び活用等の理解   150  

講  

義・  課題分析技法を活用した作業指導及び作業環境へのアプローチの方法の理解  240  

研  

講義  、合センタ  事業主支援の基礎理解   地域センターにおける事業主支援のあり方、職場適応援助者による事業主支援  90  
の心構え、効果的支援方法、対応方法の理解  

講義  已合センタ  職場における雇用管理の実際   企業側から見た障害者雇用管理の現状と就労支援における企業ニーズの理解  60  

ケース  
修  具体的支援事例の検討を通じての、職場適応援助者の職務及び支援技法の具  240  

ディ   
体的理解  

・職場適応援助者による家族への支援の考え方と支援方法の理解   
・職業生活を支える生活支援の考え方と支援方法の理解  

100  

支援記録作成に関する基礎的事項の理解   50   

講義  地域セン ク 
ー   

職場適応援助者の職務について、その意義と実際について理解   90  

地  

義・  地域セン  事業所での支援の心構えと支援技術Ⅰ  事業所における支援の際の心構え、留意事項及び具体的支援方法についての   150  

講  

義・  職場適応援助者による支援計画及びフォローアップに関する支援の計画の意  120  

域  昧、内容、活用方法等についての理解  

演習  

研  支援記録作成の具体的な理解   150  

演習   ケース会議の目的・位置付け、観察・聴取事項の報告、報告に基づ〈支援方策  120  
考察、検討内容についての理解  

修  

スス  地域セン  具体的支援事例の検討を通じての、具休的支援方法・技術及び支援上の課題  120  
タ  等の的確な整理方法の理解   
■「‾一′   

合 計 時 間 （分）  2．710   

うち、総合ンター実施分  1．540   

うち、地域センター実施分  1，170  

0  



第2号職場適応援助者養成研修  

カリキュラム内容  

区分  形態  実施場所   講座名   内容   時間（分）   

・障害者雇用対策の概要に関する理解  
講義  総合センター  職業リハビリテーション概論   ・職業リハビリテーションの基本概念と体系の理解及び現状と  

動向についての情報提供   

講義  総合セント  第2号職場適応援助者の職務  第2号職場適応援助者の職務の理解   ■120  

講義  総合セント  ケースマネージメントの取り組み  障害者のケースマネージメントの概念及び方法論についての 理解  60  

障害特性と職業的課題Ⅰ   講義  総合センター  
知的障害及び発達障害に関する障害特性と職業的課題、対  120  
応方法の理解  

本  

講義  総合セント  障害特性と職業的課題Ⅱ （精神障害）   精神障害に関する障害特性と職業的課題、対応方法の理解  90  

障害特性と職業的課題Ⅲ   
部  講義  総合センター    身体障害及び高次脳機能障害に関する障害特性と取業的課  120     （身体障害・高次脳機能障害）  冠、対応方法の理解  

講義  総合センター  課題分析の理論   課題分析の概念、内容、実施方法及び活用等の理解   150  

研  
総合セント  作業指導の実際   課題分析技法を活用した作業指導及び職場環境へのアブ   240  

演習  ローチの方法の理解  

・職場適応援助者による家族への支援の考え方と支援方法の  
講義  総合センター  家族支援と生活支援  理解  100  

修  ・職業生活支援の考え方と支援方法の理解  

講義  総合センター  支援記録の作成Ⅰ   支援記録作成に関する基礎的事項の理解   50  

ケースス   事業所  雇用管理の実際と第2号職場適  障害者を雇用する事業所の雇用管理の方法及び第2号職場  240  
タディ  応援助者による援助   適応援助者の役割の理解  

講義  総合センター  職業生活継続のための企業の役 割  企業が行う職業生活支援のあり方の理解   60  

講義  総合セント  職業リハビリテーション機関の活  職業リハビリテーション機関の機能を理解し、職場適応援助者  60     用方法  による援助の実施のためのネットワークの構築方法の理解   

講義・演  地域センター  支援計画の作成Ⅰ   
職場適応援助者による支援計画作成のためのアセスメント、  180  

習  プランニングの方法の理解  

演習  地域センター  第2号職場適応援助者による作  課題分析の手法を活用した事業所内での作業指導等につい  420     菜摘導の実際  ての理解  

地  
演習  地域センター  支援記録の作成Ⅱ   支援記録作成の具体的な理解   120  

域  

講義  地域センター  地域の社会資源の活用   ネットワークの利用方法、福祉制度・機関の役割の理解   60  

研  

講義・演  

修                                                             習   
地域センター  事業所内調整の方法   事業所内での各種調整内容、方法の理解   90  

講義・   
地域センター  支援計画の作成Ⅱ   

ケース会議等を活用し職場適応援助者による支援計画につい   
演習  て関係者と合意形成を図る方法の理解  

90  

ケースス   地域センター  ケーススタディ   具体的支援事例の検討を通じての、具体的支援方法・技術及  180  
タディ  び支援上の課題等の的確な整理方法の：哩解   

合 計 時 間  2．650   

うち、総合センター実施分  1，510   

うち、地域センター実施分  1．140  



厚生労働大臣指定 職場適応援助者（ジョブコーチ）養成研修   

第1号職場適応援助者養成研修モデルカ リキュラム  

形態  内容   講師   時間数   

講義   ・職業リハビリテーションの概論   職業リハビリテーション  1～2時  

・障害者雇用促進に関する制度と最新動向  に閲し学識経験を有する  間程度  

・職業リハビリテーションの体系と職場適  

応援助者による援助の位置づけ   

講義   ・第1号職場適応援助者の役割と職務内容  職場適応援助者による援  3～4時  

・ 全体の支援プロセスと支援方法   助に閲し学識経験を有す  

る者又はこれに準ずる者  

であること   

講義   ・各障害（身体障害・知的障害・精神障害・  当該障害の特性及び職業  3～4時  

発達障害）の障害特性、職業的課題及び支  的課題について学識経験  間程度  

援方法   を有する者であること   

講義   ・事業所における障害者の雇用管理の現状  事業所における障害者の  l時間程  

と課題   雇用管理に関し実務経験  度  

・ 就労支援における企業のこ一ズ   を有する者であること   

講義   ・ 障害者の就労支援におけるケースマネジ  職業リハビリテーション  1～2時  

メントの概念及び方法論   に関し学識経験を有する  間程度  

・ アセスメントと計画の実際   者であること   

講義   ・ 課題分析の概念、内容、実施方法   課題分析の理論に精通  4～6時   

及び   ・ 課題分析に基づく作業指導の方法と作業  し、作業指導に関し3年  間程度   

演習   環境へのアプローチ方法   以上（／）実務経験を有する  

・ 課題分析の実際   音叉はこれに準ずる者で  

あること   

講義   ・家族への支援の考え方と障害別（知的障  障害者の就労支援に閲し  2時間程  

害・精神障害等）の効果的な家族支援の方  3年以上の実務経験を有  度  

法   する音叉はこれに準ずる  

・職業生活を支える支援の考え方と支援方  

法   

事例 研  ・ 実際の支援事例の紹介を通じての第l号  第1号職場適応援助者又  2～4時   

職場適応援助者の職務及び支援技法の理  は第2号職場適応援助者  間程度  

解   として実施した援助の‖  

数の累積が240日以上  

である音叉一二iこれに準ず  

る首であ亮二と   

職業リハビリテ  

ーション概論と  

諸制度  

【共通】  

第1号職場適応  

援助者の職務  

障害特性と職業  

的課題  

【共通】  

職場における雇  

用管理の理解  

ケースマネジメ   

ントの取り組み  

【共通】  

課題分析の理論  

と作業指導の実  

際  

【共通】  

家族支援と職業  

生活支援の実際  

【共通】  

職場適応援助者  

による援助の実  

際   



科目   形態   内容   講師   時間数   

支援計画、フォロ  講義   ・ 支援計画及びフォローアップ計画の意  職業リハビリテーション  2～3時   

ーアップ計画に  及び   味、内容と活用方法等   業務に精通し、職場適応  間程度   

関する理解   演習   ・ 支援計画作成のためのアセスメント、プ  援助者による援助に関し  

ランニングの方法   学識経験を有する音叉は  

・ フォローアップ計画作成のための状況把  これに準ずる者であるこ  

握   と   

事業所での支援  講義   ・ 事業主支援のあり方   第1号職場適応援助者又  4～9時   

方法の基礎理解  及び   ・事業所における支援の心構えと留意事項  は第2号職場適応援助者  間程度  

演習   ・ 事業主のタイプに応じた対応方法   として実施した援助の日  

・ 具体的な支援の流れと方法（企業との相  数の累積が240日以上  

談・調整、職場のアセスメントと職務再設  である者又はこれに準ず  

計、事業所に対する障害特性の説明と社内  

啓発、ナチュラルサポートの形成）   

事業所での職場  実習   ・ 事業所での支援の実際  6′－7時   

適応援助者によ  ・ 支援の段階に応じた支援方法  間程度   

る支援の実際  

支援記録の作成   ・ 支援記録の作成方法と活用方法  2～3時  

【共通】   間程度   

演習  

ケース会議   演習   ・ ケース会議の目的と基本的な流れ   第1号職場適応援助者又  1～2時   

【共通】  ・ ケース会議への参加を通じての観察・聴  は第2号職場適応援助者  間程度  

取事項の報告のあり方、支援方策の考察等  として実施した援助の日  

の理解   数の累積が240日以上  

である者又はこれに準ず  

る者であること   

ケーススタディ  事例研  ・ 様々な支援事例の検討を通じての、具体  職業リハビリテーション  2時間程   

【共通】   究   的支援方法・技術及び支援上の課題等の的  業務に精通し、職場適応  度  

確な整理方法   援助者による援助に関し  

学識経験を有する者又は  

これに準ずる者であるこ  

と   

備考   

1 第1欄に【共通】とある科目は、第1号職場適応援助者養成研修及び第2号職場適応援助者養成研修におい   

て共通する科目のことを指す。   

2 「事業所での職場適応援助者による支援の実際」については、実習を6～7時間行うことが困難である場合   

は、実習を3時間行うことに加え、演習を6～7時間行うことで代替することも可能とする。  



第2号職場適応援助者養成研修モデルカリキュラム  

形態   内容   講師   時間数   

講義   ・ 職業リハビリテーションの概論   職業リハビリテーション  1～2時  

・ 障害者雇用促進に関する制度と最新動  に関し学識経験を有する  間程度  

向  着であること   

・職業リハビリテーションの体系と職場  

適応援助者による援助の位置づけ  

講義   ・ 第2号職場適応援助者の役割と職務内  職場適応援助者による援  3～4時  

容   助に関し学識経験を有す  間程度  

・ 全体の支援プロセスと支援方法   る音叉はこれに準ずる者  

であること   

講義   ・ 各障害（身体障害・知的障害・精神障  当該障害の特性及び職業  3～4時  

害・発達障害）の障害特性、職業的課題  的課題について学識経験  間程度  

及び支援方法   を有する者であること   

講義   ・ 職業生活支援における事業主の役割  障害者の就労支援に関し  1～2時  

・ 家族、支援機関との連携方法   3年以上の実務経験を有  

する音叉はこれに準ずる  

者であること   

講義   ・ 障害者の就労支援におけるケ】スマネ  職業リハビリテーション   1～2時  

ジメントの概念及び方法論   に関し学識経験を有する  間程度  

・ アセスメントと計画の実際   者であること   

講義   ・ 課題分析の概念、内容、実施方法   課題分析の理論に精通  4～6時   

及び   ・ 課題分析に基づく作業指導のノブ法と作  し、作業指導に関しこう年  間程度   

演習   業環境へのアプローチ方法   以Lの実務経験を有する  

・ 課題分析の実際   音叉はこれに準ずる者で  

あること   

講義   ・ 家族への支援の考え方と障害別（知的  障害者の就労支援に関し  2時間程  

障害・精神障害等）の効果的な家族支援  3年以上の実務経験を有  度  

の方法   する音叉はこれに準ずる  

・職業生活を支える支援の考え方と支援  

方法の理解   

事例研究  ・ 事業所におiナる障害者の雇  用管理  第1号職場適応援助者又  1～4時  

・ 実際の支援事例の紹介を通じての第2  は第2号職場適応援助者  問程度  

号職場適応援助者の職務及び支援技法の  として実施した援助の目  

理解   数の累積が240Ll以r二  

である苗又はこれに準ず  

る者であること   

職業リハビリテ  

ーション概論と  

諸制度  

【共通】  

第2号職場適応  

援助者の職務  

障害特性と職業  

的課題  

【共通】  

安定した職業生  

活のための企業  

の役割  

ケースマネジメ  

ント（7）取り組み  

【共通】  

課題分析の理論  

と作業指導の実  

際  

【共通】  

家族支援と職業  

生活支援の実際  

【共通】  

雇用管理の実際  

と専業所内にお  

りる職場適応援  

助者に上る援助  

〝）実際   



科目   形態   内容   講師   時間数   

地域の社会資源  講義   ・社会資源の種類（雇用・保健福祉・教  障害者の就労支援に閲し  1 ～ 2   

の活用  育等）と役割   3年以上の実務経験を有  時間程  

・職場適応援助者による援助の効果的な  する者又はこれに準ずる  度  

実施のためのネットワークの利用方法  者であること   

事業所内調整の  講義   ・事業所内での調整業務の内 容、具体  第1号職場適応援助者又  2 ′－ 8   

方法   及び  的な調整方法   は第2号職場適応援助者  

演習  として実施した援助の日  

数の累積が240日以上  

である者又はこれに準ず  

る者であること   

支援計画の作成  講義   ・支援計画の意味、内容と活用方法等  職業リハビリテーション  3時間  

及び   ・ 支援計画作成のためのアセスメント、  業務に精通し、職場適応  程度  

演習   プランニングの方法   援助者による援助に閲し  

学識経験を有する者又は  

これに準ずる着であるこ  

と   

事業所内での職  実習   ・ 事業所での支援の実際   第1号職場適応援助者又  6～7時   

場適応援助者に  ・ 支援の段階に応じた支援方法   は第2号職場適応援助者  

よる支援の実際  として実施した援助の目  

支援記録の作成  講義   ・支援記録の作成方法と活用方法  数の累積が240日以上   

【共通】   及び  である者又はこれに準ず  

演習  る者であること   

ケース会議   演習   ・ ケース会議の目的と基本的な流れ   第1号職場適応援助者又  1～2時   

【共通】  ・ ケース会議への参加を通じての観察・  は第2号職場適応援助者  間程度  

聴取事項の報告のあり方、支援方策の考  として実施した援助の日  

察等の理解   数の累積が240日以上  

である者又はこれに準ず  

る者であること   

ケーススタディ  事例研究  ・様々な支援事例の検討を通じての、具  職業リハビリテーション  2～3時   

【共通】  体的支援方法・技術及び支援上の課題等  業務に精通し、職場適応  間程度  

の的確な整理方法   援助者による援助に閲し  

学識経験を有する者又は  

これに準ずる者であるこ  

と   

備考   

1第1欄に【共通】とある科目は、第1号職場適応援助者養成研修及び第2号職場適応援助者養成研修におい   

て共通する科目のことを指す。   

2 「事業所内での職場適応援助者による支援の実際」については、実習を6～7時間行うことが困難である場   

合は、実習を3時間行うことに加え、演習を5～6時間行うことで代替することヰ、可能とする。  




